
古
く
か
ら
神
仏
の
お
供
え
物
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
由
緒
あ
る
お

ら
く
が
ん

菓
子

「落
雁
」
。
落
雁
粉
、
も
ち
米
の
粉
な
ど
に
砂
糖
、
水
飴
を
加
え

て
練
り
、
木
型
に
つ
め
て
押
し
固
め
、　
一
晩
乾
燥
さ
せ
て
作
り
ま
す
。

桐
原
製
菓
の
桐
原
勢
紀
さ
ん
は
、
５５
年
以
上
、
手
作
り
で
こ
の
落

雁
を
作

っ
て
い
ま
す
。

落
雁
の
特
異
性
は
、
精
巧
緻
密
な
写
実
的
表
現
。
木
型
を
用
い
る

こ
と
に
よ
っ
て
、　
一
つ
の
落
雁
を

一
枚
の
絵
画
の
よ
う
に
、
ま
た
季

節
ご
と
の
花
や
風
景
や
物
に
作
り
上
げ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
桐
原

製
菓
に
は
１
０
０
種
類
以
上
の
木
型
が
揃

っ
て
お
り
、
現
在
で
も
な

お
活
躍
中
で
す
。
「い
ろ
い
ろ
な
木
型
を
使

っ
て
、
味
だ
け
で
な
く
見

た
目
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
た
ら
」
と
桐
原
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

今
年
８５
歳
に
な
る
桐
原
さ
ん
、
自
宅
の
仕
事
場
で
今
日
も
落
雁
づ

く
り
を
続
け
て
い
ま
す
。

●

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ
町 の 匠
桐原勢紀さん (高森・横町)

■
■
■
■

方
穴見 佳子さん

高森・冬野 21歳
●お仕事

高森町観光協会で働い

ています。

●趣味

テ レビゲーム。読書。

映画鑑賞。

●一番やりたいこと

鳥を飼いたい。

●理想のタイプ

価値観が同じ人。

●

高森町の人口の動き
世帯数/2,671戸 (± 0)
男 :3,627人 (-6)′/女 :3,977人 (-3)
総 数/7,604人 (-9)
(平成17年 2月 28日現在 )

地
域のシンボルとして長年愛されてきた草部南部小学校

と草部中学校。体育祭や文化祭など学校行事に地域住

町マスコット
民が積極的に参加 し、学校、保護者、地域が一体で特色ある

学校づくりが行われてきました。

統合で大切なことは、子どもたち一人ひとりがより充実し

た学校生活を送ることです。次代を担 う子どもたちが夢と希

望を持って、明るい未来に大きく羽ばたくため、学校だけで

なく保護者や地域も一つになり、地域みんなで子どもたちを

支え、応援していきましょう。

‖o"548 平成17年4月 5日発行
発行/高森町役場 編集/企画財政課
〒869-1602 熊本県阿蘇郡高森町大字高森2168番地
下EL0967-62-111l  FAX0967-62-1174
印刷/(株)熊本新生社印刷
0■ 桑 桑
;q=み ≡ミξlξ 占■|」 rヽ .■ 11()・ .||「 |`を使|`|して_■Ⅲ

身長 90 cm、 体重 1l kg、 AB型で
趣味はおかしを食べること。好きな

タイプはバズライトイヤーです。

父 森田 章太さん
母    七海さん

(高森・上在)

―.lW.緩″

森田′すみれちゃん
2歳

森林資源保護・自然保護のため、本誌は再生紙を使用しています。
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僕
が
職
機

草
部
南
部
小
学
校
・草
部
中
学
校

一学
校
統
合

●
●

確
か
な
学
力
を
育
成
し
Ｆ
「生
き
る

力
」
を
育

‐‐‐‐‐
む
ｔ
と
が
学
校
教
育
の
目
的

で
す
。　
．

子
ど
も
た
ち
は
学
校
と
い
う
集
団
の

中
、
教
師
の
指
導
や
友
達
の
影
響
を
受

け
、
社
会
性
や
協
調
性
、
自
主
性
な
ど
を

学
ん
で
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を

学
び
、
お
互
い
に
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
で

子
ど
も
た
ち
は
日
々
成
長
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
全
国
各
地
で
核
家
族
化
や
少

子
化
に
よ
る
学
校
の
小
規
模
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。
小
規
模
校
に
は
家
族
的
な

人
間
関
係
や
行
き
届
い
た
指
導
な
ど
、

大
規
模
校
よ
り
も
優
れ
た
点
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
そ
の
反
面
、
人
間
関
係
が

限
ら
れ
、
多
様
な
考
え
方
や
価
値
観
に

気
付
き
に
く
く
な
る
な
ど
恵
ま
れ
た
環

境
と
は
い
え
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

整
っ
た
環
境
で
た
く
さ
ん
の
人
と
出

会
い
、
そ
の
中
で
支
え
合
い
、
競
い
合
い
、

励
ま
し
合
う
こ
と
が
学
校
生
活
を
よ
り

充
実
さ
せ
る
た
め
に
は
必
要
で
す
。

学
校
統
合
。
そ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち

一高
森
町
の
義
務
教
育
現
場

今
か
ら
２０
年
前
、
高
森
町
に
は
８
つ

の
小
学
校
と
５
つ
の
中
学
校
が
あ
り

ま
し
た
。

し
か
し
、
核
家
族
化
や
少
子
化
そ
れ

に
過
疎
化
の
進
展
に
伴
い
、
児
童

・
生

徒
数
は
年
々
減
少
し
、
各
学
校
で
複
式

授
業
の
導
入
や
ク
ラ
ブ
活
動
の
制
限
な

ど
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

草
部
・
野
尻
地
区
で
は
そ
の
影
響
が
激

し
く
、
昭
和
６２
年
に
は
草
部
北
部
中
、
野

尻
中
、
河
原
中
が
高
森
東
中
学
校
と
し
て

統
合
さ
れ
、
平
成
３
年
に
は
尾
下
小
が
廃

校
に
、
平
成
７
年
に
は
草
部
北
部
小
、
野

尻
小
、
河
原
小
が
高
森
東
小
学
校
と
し
て

統
合
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
少
子
化
の
波
は

高
森
・色
見
地
区
に
も
表
れ
、
平
成
１５
年
に

は
高
森
小
、
色
見
小
、
上
色
見
小
が
高
森

中
央
小
学
校
と
し
て
統
合
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
今
回
、
昨
年
１
月
２６
日
に
開
か

れ
た
町
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、
草
部

南
部
小
、
草
部
中
が
そ
れ
ぞ
れ
高
森
東
小

学
校
、
高
森
東
中
学
校
に
統
合
さ
れ
る
こ

と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

●●

峠・高森峠    上・上町集会所
休・休暇村南阿蘇  4ホ ・林業総合センター
朋・朋遊館    温・高森温泉館

<香典返し>島田 キヌ
甲斐カツ子

杉田 冨男
藤澤ツヤコ

草・ JA阿蘇草部支所

●

めりが
｀
どうごミざいました (敬称略)

■町社会福祉協議会ヘ

´ト

9おくずれみもうにあしず
｀
ま

2005年 2月 受付分 (敬称略)

[住 所]

色 見。中 園

[死亡者]

住吉 和男
古庄フナ子

竹内 直行
濱原 トメ子

島田  守
甲斐  聰
佐伯  ミカ
白石  スヨ

[御遺族]

住吉 チズ
古庄 謙一

吉村  通
島田 キヌ
甲斐カツ子

佐伯 義宏
佐藤 茂世

佐藤 茂世
宇藤 文三
高橋ケサエ

ニ子石鉄幸

■広報送料寄付

白石 健一 (大分県荻町)
古宮 瑞枝 (東京都瑞穂町)
二子石哲夫 (福岡県福岡市)

甲斐  1古文 (茨城県水戸市)

下田亜寿香 (高森町高森)

岩下 正男 (埼玉県三郷市)

竹内 辰三

迫

川

村

留

切

町

和

水

洗

大

津

下

横

昭

[年齢]

76

84

79

77

74

81

92

80

菅 山。

上色見・

上色見・

高 森。

下 切・

高 森・

高 森・
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万年青会/上
10:00^ν

友遊クラブ/
13:30^レ

4/又 豚
高森峠桜まつり

/峠 10:00～
すみれフェスタ

/休 10:00～

9:30ヽ

間

」

人

々

回

「杯

巡

／

ドック

00～

クラブ/朋
:30～

炒臨

//林  7:00～
回人間 ドック

ぎゃん会/
30^―

● I‐●
: ・

万年青会/上
10:00～

友遊クラブ/朋
13:30～

国国圃|

T akamori alendar たかもリカレンダー  ■4月 10日～5月 14日

午
夢■
・

言祟Ittl

朝
な
ク
な
に
・
仲
ぎ
み
る

見
の
森
の
　
一形
の
い
み

詠
・遠
に
式
ら
を

育
く
み
て

ギ
■

一
歴
史
は
十
き
　
商
部
校

■
一―
　

‐
一
●
．
　
　
　
．

ギ
び
の
道
に
　
い
そ
し
み
て

ｃ
‐あ
か
る
く
　
す
こ
や
か
に

と

‐
‐も
に
仲
よ
く
　
病
く
み
て

し
き
重
を

す
す
ま
な
ん

輻

響

一麟
漱
躙
計
ヽ
ｉ
イ

一
　

．
・

14

|l sun

P′ 罐
0/ 曽

「

● 1‐

■
.‐・
・

役場支払日

巡国人間 ドック

/朋 7:00～

巡回人間 ドック

//宮書1 7:00^´

どぎゃん会/朋

9:30^シ

高森温泉館休館日

/温
3才 児健診/林
13:30^V

=:i
機能訓練あゆみ会/
温 13:30～

友遊クラブ/朋
13:30ヽ

年金相談/林
10:00´ ′ヽ15:00

役場支払日

友遊クラブ/朋
13:30～

高齢者学級開校

式/林
10:00ヽ

16

23

30

7

匹ヨ



EI厖コロロロヨロ1草部南部小学校・車部中学校

め
緑
の
少
年
団
活
動
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動

へ
の
支
援
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

は
お
問
い
合
わ
せ
先

（社
）
熊
本
県
緑
化
推
進
委
員
会

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

８

７

‐

６

１

９

５

嘔■
‐

■
―
ン

【
フ
ラ
ッ
ト
３５
】
登
場

【
フ
ラ
ッ
ト
３５
】
は
、
住
宅
金
融
公

庫
が
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
民
間
の
住
宅

ロ
ー
ン
で
す
。

住
宅
金
融
公
庫
が
債
権
を
買
い
取
る

こ
と
で
長
期

（最
長
３５
年
間
）
固
定
金

利
型
の
住
宅
ロ
ー
ン
が
実
現
し
ま
し
た
。

保
証
料
、
繰
上
返
済

手
数
料

も
不

要

で
、

建
設
費

の
８０
％
ま

で
、

最
高

８
、
０
０
０
万
円
ま
で
の
ご
融
資
が
可
能

で
す
。
ま
た
、
耐
久
性
な
ど
を
定
め
た
技
術

基
準
に
つ
い
て
の
物
件
検
査
を
義
務
づ

け
て
い
ま
す
の
で
、
住
宅
の
質
に
も
信

頼
が
も
て
ま
す
。

は
お
問
い
合
わ
せ
先

住
宅
金
融
公
庫
南
九
州
支
店

ＴＥＬ

０

９

６

１

３

８

７

‐

２

０

０

０

自
然
に
親
し
む
少
年
の
つ
ど
い

「
こ
ど
も
の
日
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

風
と
緑
の
菊
池
高
原
や
竜
門
ダ
ム
で

が
よ
り
よ
い
教
育
環
境
で
、
よ
り
充
実

し
た
学
校
生
活
を
送
る
た
め
の
有
効
な

手
段
で
す
。

あ
か
る
く
、か
し
こ
く
、た
く
ま
し
く

草
部
南
部
小
学
校

草
部
南
部
小
学
校
は
、
明
治
７
年
に

公
立
社
倉
小
学
校
と
し
て
開
校
。
昭
和

２２
年
に
草
部
村
立
草
部
南
部
小
学
校
と

改
称
し
、
昭
和
３０
年
の
町
村
合
併
で
村

立
か
ら
町
立
へ
と
変
わ
り
ま
し
た
。

１
３
０
年
の
歴
史
を
誇
る
草
部
南
部
小

学
校
。
多
い
と
き
で
は
４
０
０
人
を
超
え
る

児
童
が
在
籍
し
、
こ
の
間
に
送
り
出
し
た
卒

業
生
は
２
、９
１
３
人
に
上
り
ま
す
。

草
部
、
芹
日
、
菅
山
、
永
野
原
、
下
切

か
ら
通
う
子
ど
も
た
ち
が
、
日
本
三
大

下
り
官
と
し
て
有
名
な
草
部
吉
見
神
社

の
隣
で
、
「あ
か
る
く
、
か
し
こ
く
、
た

く
ま
し
く
」
を
校
訓
に
、
地
域
文
化
発
展

の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
草
部
南
部
小
学
校
で
忘
れ
ら

れ
な
い
の
が

「草
南
み
ど
り
の
少
年

団
」。
昭
和
５８
年
６
月
の
結
成
か
ら
全

国
育
樹
祭
に
参
加
す
る
な
ど
数
々
の
功

績
を
残
し
て
き
ま
し
た
。

大
自
然
に
親
し
み
、
野
外
活
動
の
楽
し
さ

を
味
わ
う
と
と
も
に
、
生
活
体
験
を
通
し

て
心
身
共
に
た
く
ま
し
く
心
豊
か
な
少
年

を
育
て
る
こ
と
を
目
的
に
、
自
然
に
親
し

む
少
年
の
つ
ど
い

「こ
ど
も
の
日
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
を
実
施
し
ま
す
。

○
期
　
日

５
月
３
日

（火
）
～
５
月
５
日

（木
）

２
泊
３
日

○
場
　
所

熊
本
県
立
菊
池
少
年
自
然
の
家
及
び
竜

門
ダ
ム

（斑
蛇
口
湖
ボ
ー
ト
場
）

○
参
加
対
象

小
学
校
３
年
生
か
ら
中
学
生
ま
で

○
募
集
人
員

５０
人

（た
だ
し
、
定
員
を
超
え
た
場
合

は
、
抽
選
に
よ
り
参
加
者
を
決
定
す
る
）

○
活
動
内
容

紙
玉
で
っ
ぽ
う
遊
び
、
ナ
イ
ト
ゲ
ー
ム
、

ボ
ー
ト
体
験
、
野
外
活
動
、

マ
ジ

ツ
ク

シ
ョ
ー
、
草
ス
キ
ー
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ

ス
ク
ゴ
ル
フ

○
参
加
費

１
人
５
、
０
０
０
円

（食
事
代
、
保
険
代
、

シ
ー
ツ
代
、
バ
ス
代
、
ボ
ー
ト
借
用
代
、

材
料
代
等
）

○
携
行
品

野
外
活
動
の
で
き
る
服
装
、
着
替
え
、

上
靴
、
懐
中
電
灯
、
洗
面
用
具
、
ナ
ッ
プ

ザ

ツ
ク
、
筆
記
用
具
、
ぼ
う
し
、
水
筒
、

タ
オ
ル
、
雨
が
っ
ぱ
、
運
動
靴
、
ハ
ン
カ

チ
、
健
康
保
険
証
の
写
し
、
常
備
薬

（必

●●

平
成
１７
年
４
月
１
日
。
町
の
義
務
教

育
現
場
は
２
つ
の
小
学
校
と
２
つ
の
中

学
校
で
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

自
律

・
創
造

草
部
中
学
校

草
部
中
学
校
は
昭
和
２２
年
、
草
部
村

立
草
部
中
学
校
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

昭
和
３０
年
の
町
村
合
併
で
村
立
か
ら

町
立
へ
と
変
わ
り
、
昭
和
５７
年
、
現
在

地
に
移
転
。
牛
馬
の
神
と
し
て
尊
信
さ

れ
る
穴
迫
稲
荷
神
社
の
裾
野
で
、
変
わ

ら
ぬ
教
育
方
針
、
教
育
環
境
の
中
、
学
校
、

保
護
者
、
地
域
が
三
位

一
体
で
魅
力
あ

る
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

５８
年
間
の
歴
史
の
中
で
輩
出
し
た
卒

業
生
は
２
、２
０
１
人
。
多
く
の
優
れ
た
人

材
を
送
り
出
し
、
今
日
の
社
会
づ
く
り
に

あ
ら
ゆ
る
方
向
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
年
は
校
訓
を

「自
律

・
創

造
」
と
掲
げ
、
教
育
目
標

「郷
土
を
誇

り
に
持
ち
、
２１
世
紀
を
生
き
抜
く
豊
か

な
知
性
及
び
感
性
を
身
に
つ
け
、
自
ら

学
び
自
ら
行
動
で
き
る
生
徒
を
育
成
す

る
」
に
向
け
、
生
徒
主
体
の
新
た
な
活

動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

要
な
人
の
み
）

○
参
加
申
し
込
み

申
し
込
み
期
間
は
、
４
月
・７
日

（日
）

か
ら
４
月
２３
日

（土
）
ま
で
の
午
前
８
時

３０
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
と
し
、
直
接
電

話
で
申
し
込
む
。
そ
の
際
、
左
記
の
こ
と

を
伝
え
る
。

①
事
業
名

「こ
ど
も
の
日
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

‐
ン′

・

，

′
」

②
参
加
者
の
氏
名

。
性
別

・
住
所

。
電
話

番
号

・
学
校
名

。
学
年

③
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ー
ド
を
持

っ
て
い
る
者

は
そ
の
番
号

※
申
し
込
み
後
に
、
や
む
を
得
ず
参
加
で

き
な
く
な
っ
た
場
合
は
直
ち
に
連
絡
す

る
。
ま
た
、
当
日
都
合
で
受
付
時
間
等

に
遅
れ
る
場
合
も
連
絡
す
る
。

Ｍ
申
し
込
み

。
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
立
菊
池
少
年
自
然
の
家

ＴＥＬ

０

９

６

８

‐

２

７

‐

０

０

６

６

輝
か
し
い
伝
統
と
栄
え
あ
る
歴
史
を
築
き
、創
っ
て
き
た
草
部
南
部
小
学
校
と
草
部
中
学
校
。

こ
れ
ま
で
学
校
、
保
護
者
、
地
域
が

一
体
と
な
り
、
人
材
育
成
、
文
化
創
造
の
拠
点
と

し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
が
、
少
子
化
な
ど
に
よ
る
児
童

・
生
徒
数
の
減

少
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
高
森
東
小
学
校
、
高
森
東
中
学
校
へ
の
統
合
が
決
ま
り
ま
し
た
。

両
校
で
は
閉
校
式
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
歩
ん
だ
き
た
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
か
ら

町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
で
は
、
平
成
１７

年
度
の
登
録
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す
。

○
参
加
資
格

高
森
町
内
に
住
所
を
有
す
る
職
場
や
地

域
で
の
チ
ー
ム
等

○
登
録
受
付
　
４
月
２８
日

（金
）
ま
で

鼈
お
問
い
合
わ
せ
先

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
事
務
局

（役
場
内
）

Ⅲ
６
２
‐
１
１
１
１

（芹
口
孝
直
）

●

24時間電話を通して健康をお届けします。

◎ 4月のテーマ
鋏月曜日 思春期のうつ病

●火曜日 中年期のうつ病

鉤水曜日 老年期のうつ症

勒ホ曜日
変わりつつある学校での

歯科検診

輻金曜日
ゆさぶられっこ症候群

褥」ヒ曜日・ 日曜日

性教育シリーズ⑪

ヽ

を 、健康問題

4月 10日

4月 17日

4月 24日

4月 29日

5月 1日

5月 3日

5月 4日

5月 5日

5月 8日

TEL 67-0020

TEL 62-0216

TEL 68-0111

TL 62-0646

TEL 62-0378

T肌 62-3351

TEL 67-1777

T肌 67-0019

T■ 68-0111

藤 本 医 院

平 田 医 院

立 野 病 院

馬 原 内科 医 院

寺 崎 医 院

南郷谷整形外科医院

渡 辺 内 科

後 藤 医 院

立 野 病 院

露姜珂蹂
096

18

24時 間、

日薔わ |′ で

お送りします

■
●
●

●
¨
一　
・

‖

●ウ

ダ
ベ
に
は
手
を
ひ
き

つ
れ
て

，
ら
か
に
明

‐
る
く
学
び

■
に
月
に
進
み
て
や
ま
ぬ

●
●

‐
　

一

一

．
　

　

　

　

　

　

―

．

．

草
部
の
学
園
楽
し

、
東
は
蓄
に
燃
え
て

山
脈
は
笑
う
が
力
く

一朴
里
は
句
う
が
■
く

●
新
し
き
こ
の
朝
あ
け
に

・●
育
ま
ん
望
み
は
は
る
か

ヽ
一
春
や
嗽
ば
花
咲
き
に
お
い

秋
ざ
薇
ば
な
葉
・に
映
ゆ
る

■
●
わ
る
青
垣
の
■

一政
跡
の
歴
史
を
胸
に

■
●
一
　

　

一

■
■
つが
ん‐‐先
れ
の
動

二

‐
‐‐‐
―

朝

に

は
友

嗜

び

か

わ

し

診療は午前9時から午後5時まで
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閉
草
部
南
部
小
学
校
閉
校
式
は
、
３
月
２０

日
午
前
Ｈ
時
か
ら
同
校
体
育
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

式
に
は
、
全
校
児
童
と
教
師
、
町
や
教

育
委
員
会
関
係
者
、
保
護
者
や
地
域
住
民

な
ど
約
３
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

出
席
者
全
員
に
よ
る
国
歌
斉
唱
の
後
、
藤

本
町
長
が
式
辞
を
述
べ
、
続
い
て
二
子
石
鉄

幸
教
育
委
員
長
が
「こ
れ
ま
で
に
築
い
て
き

た
輝
か
し
い
伝
統
と
誇
り
は
、
新
し
い
学
び

舎
に
継
承
し
、
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
信
じ
て

い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

栃
原
校
長
は

「高
森
東
小
学
校

へ
行

っ

て
も
、
草
部
南
部
小
学
校
の
こ
と
を
誇
り

に
思
い
、
勉
強
や
運
動
に
励
ん
で
く
だ
さ

い
。
草
部
南
部
小
学
校
は
心
の
中
に
永
遠

に
生
き
続
け
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
」

と
語
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
校
印
、
校
旗
が
町
教
育
委
員

会
に
返
還
さ
れ
、
児
童
代
表
の
佐
藤
雄
二

君
が
「僕
た
ち
は
こ
の
草
部
南
部
小
学
校
の

児
童
で
あ
っ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

僕
た
ち
が
い
な
く
な

っ
て
も
、
い
つ
ま
で

も
み
ん
な
の
思
い
出
を
抱
い
て
い
て
く
だ

さ
い
」
と
お
別
れ
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

最
後
に
出
席
者
全
員
で
校
歌
を
合
唱
。

閉
校
を
惜
し
む
歌
声
が
体
育
館
い
っ
ぱ
い

に
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

記
念
式
典
で
は
、
草
部
南
部
小
学
校
の

思
い
出
と
歴
史
を
歌
や
劇
で
発
表
。
会
場

を
埋
め
た
出
席
者
か
ら
温
か
い
拍
手
が
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
●●

し
か
し
、
県
内
の
産
業
廃
棄
物
管
理
型

最
終
処
分
場
は
、
こ
の
ま
ま
新
た
な
施
設

の
設
置
が
な
け
れ
ば
、
平
成
１９
年
度
中
に

も
不
足
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、

行
き
場
の
無
く
な
っ
た
廃
棄
物
に
よ
る
不

法
投
棄
で
、
私
た
ち
の
生
活
環
境

へ
重
大

な
悪
影
響
を
及
ぼ
し
た
り
、
県
内
の
産
業

活
動
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
も
心
配
さ
れ

ま
す
。
こ
の
た
め
、
県
で
は
、
こ
の
産
業
廃
棄

物
管
理
型
最
終
処
分
場
を
、
県
等
が
中
心

と
な
っ
て

（公
共
関
与
に
よ
り
）
整
備
を

進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
現
在
、
そ
の

整
備
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。ど
う
か
、
県
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
左
記
の
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
で

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

○
ア
ド
レ
ス

，
一一り
＼̈
＼ダ
メヽ
ジ
く
・り
のヽ
い
だ
Ｌ
５
一］”
【“
〇
一〇
・」り
、

①
Ｏ
Ｏ
＼
〓
Ｄ
″
∽
＼
∽
”
”
∞
く
〇
‐
，
，
いだ
いヽ
いい
Ｑ
①
Ｘ
・

，
一【づ
一

鰈
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
産
業
廃
棄
物
対
策
課
公
共
関
与

推
進
室

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

８

３

１

１

１

１

１

‐

（内
線
７
３
７
２
）

平
成
１７
年
度
の
年
度
更
新
手
続
き
は

草
部
中
学
校
閉
校
式
は
、
３
月
２０
日
午
前

９
時
か
ら
同
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
、
全
校
生
徒
と
教
師
、
町
や
教
育

委
員
会
関
係
者
、
保
護
者
や
地
域
住
民
な
ど

約
２
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

式
辞
に
立
っ
た
藤
本
町
長
は
「４
月
か
ら
高

森
東
中
学
校
に
通
学
し
ま
す
が
、
志
を
高
く
持

ち
、
勉
学
に
心
身
の
鍛
錬
に
精
励
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

二
子
石
鉄
幸
教
育
委
員
長
の
式
辞
に
続

い
て
徳
渕
校
長
が

「４
月
か
ら
高
森
東
中
学

校
で
の
学
校
生
活
を
送
る
生
徒
た
ち
が
、
明

る
い
希
望
と
情
熱
を
持
ち
、
未
来

へ
羽
ば
た

く
よ
う
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
校
印
、
校
旗
が
町
教
育
委
員
会

●●

４
月
１
日
か
ら
５
月
２０
日
ま
で
で
す
。

熊
本
労
働
局
で
は
、
年
度
更
新
に
必
要

な
書
類
を
４
月
１
日
ま
で
に
事
業
主
の
方

へ
送
付
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。
そ

の
後
、
５
月
６
日
か
ら
５
月
２０
日
ま
で
に

県
内
各
地
で
集
合
受
付
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
「労
働
保
険
概
算

・
確
定
保
険
料

申
告
書
」
を
作
成
の
う
え
集
合
受
付
会
場

で
申
告
さ
れ
る
方
法
の
他
、
熊
本
労
働
局

労
働
保
険
徴
収
室
か
最
寄
り
の
労
働
基
準

監
督
署
、
も
し
く
は
金
融
機
関
か
郵
便
局

へ
の
申
告

・
納
付
も
で
き
ま
す
。

年
度
更
新
手
続
き
を
怠
り
ま
す
と
、

「国
」
で
保
険
料
を
決
定
す
る
ほ
か
、
追

徴
金
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
期
限
内
の
申
告

・
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
労
働
保
険

（労
災
保
険

。
雇
用

保
険
の
総
称
）
は
、
農
林
水
産
業
の

一
部

を
除
い
て
、　
一
人
で
も
労
働
者
を
雇
用
し

て
い
る
場
合
は
、
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
制
度
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
、
労
働
保
険

へ
の
加
入
手
続
き
を

済
ま
さ
れ
て
な
い
事
業
主
の
方
は
、
最
寄

り
の
労
働
基
準
監
督
署
ま
た
は
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク

（公
共
職
業
安
定
所
）
に
ご
相
談

の
う
え
、
速
や
か
に
加
入
さ
れ
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

勒
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

ＴＥＬ

０

９

６

‐

２

１

１

‐

１

７

０

２

に
返
還
さ
れ
、
生
徒
代
表
の
二
子
石
諒
太

君
が

「閉
校
に
な
る
こ
と
は
寂
し
い
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
が
、
４
月
か
ら
は
新

し
い
学
校
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
僕

た
ち
が
草
部
中
学
校
で
培

っ
て
き
た
も
の

を
生
か
し
、
新
し
い
仲
間
と
と
も
に
、
良

い
関
係
を
築
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
お
別
れ
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

最
後
に
出
席
者
全
員
で
校
歌
を
合
唱
。

在
校
生
や
卒
業
生
の
歌
声
が
出
席
者
の
心

に
強
く
響
い
て
い
ま
し
た
。

記
念
式
典
で
は
、
１
年
間

「総
合
的
な

学
習
の
時
間
」
で
学
ん
だ
こ
と
を
し
っ
か

り
と
前
を
向
い
て
発
表
。
会
場
を
埋
め
た

出
席
者
は
、
草
部
に
関
す
る
調
査
研
究
に

真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

「
ヤ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・ウ
イ
ン
グ

九
州
２
０
０
５
」
熊
本
県
団
員
募
集

熊
本
県
で
は
、
８
月
２０
日
～
２８
日
の

日
程
で
韓
国

。
中
国
を
訪
問
し
、
両
国

青
年
、
九
州
青
年
と
の
友
情
の
輪
を
広

げ
る
九
州
共
同
の
国
際
交
流
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

○
応
募
条
件

班
長
　
３０
歳
～
３９
歳
の
男
女
各
１
名

団
員
　
２０
歳
～
２９
歳
の
２８
名

○
負
担
金
　
７
３
、
０
０
０
円

○
募
集
期
間

４
月
１
日

（金
）
～
５
月
‐０
日

（火
）

○
選
考
日
　
５
月
２２
日

（日
）

爾
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
交
通
安
全
・青
少
年
課
青
少
年
班

ＴＥＬ

０

９

６

１

３

８

３

‐

１

１

１

１

最
終
処
分
場
の
整
備

熊
本
県
で
は
、
公
共
関
与
に
よ
る
産

業
廃
棄
物
管
理
型
最
終
処
分
場
の
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

産
業
廃
棄
物
は
、
食
品
製
造
や
家
屋

の
建
築
、
解
体
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら

し
を
支
え
る
事
業
活
動
か
ら
生
じ
る
廃

棄
物
で
す
。

こ
れ
ら
の
廃
棄
物
は
、
県

等
の
許
可
を
受
け
た
産
業
廃
棄
物
処
理

施
設
で
適
正
に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

ヽ

，

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

一

●

　

　

　

　

・ロ

最

万1
受
講
者
募
集

聴
覚
障
害
者
の
社
会
参
加
と
自
立
を

促
す
手
話
奉
仕
員
を
養
成
す
る
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

○
開
催
日
時

入
門
過
程

４
月
１８
日

（月
）
～
８
月
１
日

（月
）

毎
週
月
曜
日

午
後
６
時
４５
分
～
午
後
８
時
４５
分

‐５
日
×
２
時
間
＝
３０
時
間

基
礎
過
程

８
月
２９
日

（月
）
～
３
月
２０
日

（月
）

毎
週
月
曜
日

２５
日
×
２
時
間
＝
５０
時
間

※
基
礎
過
程
は
、
「入
門
過
程
」
を
修

了
し
た
方
に
限
り
ま
す
。
途
中
か

ら
の
受
講
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
会
　
場

阿
蘇
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

○
申
し
込
み
期
限

４
月
Ｈ
日

（月
）

は
お
問
い
合
わ
せ
先

阿
蘇
動
物
病
院
　
小
嶋

ＴＥＬ

０

９

６

７

１

３

２

‐

３

２

１

８

緑
の
募
金
運
動

３
月
１
日

（火
）
か
ら
５
月
３１
日

（火
）

ま
で
、
緑
の
募
金
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

集
ま

っ
た
募
金
は
、
緑
化
活
動
を
は
じ
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高
森
町
伝
統
芸
能
連
絡
協
議
会
会
長

　

六
〓

田

　

市跡
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．．
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か
つ
て
、
「
部

（
べ
）
の
民
」

と
い
わ
れ
た

者
、
そ
れ
は

あ
る
時
は
大
王
と
呼

の
天
皇
家

に
も
通
じ

る
人

支
え
た
、
最
も
重
要
な
位
置

・
役

職
に
有

っ
た
人
々
を
、
「部
の
民
」

と
呼
び
ま
し
た
。

私
は
、
高
森
町
観
光
協
会
長
の

職
に
あ
り
ま
す
。
昨
秋
熊
本
出
版

界
で
は
や
や
著
名
な
方
が
、
テ
レ

ビ
局
と
と
も
に
本
町
を
訪
れ
、
名

所
旧
跡
を
案
内
す
る
番
組
に
お
つ

き
あ
い
し
ま
し
た
。
草
部

。
吉
見

神
社
を
訪
れ
た
時
の
事
で
し
た
。

氏
は
私
に
、
草
部

の
地
名
由
来

に
つ
い
て
ご
存
じ
で
す
か
と
、
間

う
て
き
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
そ

れ
は
大
変
興
味
が
あ
り
、
教
え
を

請
う
気
持
ち
で
伺
い
ま
し
た
と
こ

ろ
、
そ
れ
は

「お
社
の
壁
を
草
で

こ
し
ら
え
た
か
ら
」
そ
れ
が
草
部

の
地
名
に
な
っ
た
と
。
確
か
に
そ

う
で
あ
り
ま
し
ょ
う
、
草
を
用
い

て
住
居
と
す
る
習
慣
は
、
古
来
よ

り
私
達
の
国
に
は
、
存
在
し
ま
し

た
。
そ
れ
を
私
に
と
っ
て
は
、
氏

は
確
か
に
歴
史
学
者
で
は
な
い
の

期
待
す
る
方
が
い
け
な
い
の

り
ま
し
ょ
う
が
、

「壁
と
部
」

、
そ
の
歴
史
的
背
景
が
ま

っ

た
く
異
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ぐ
ら
い
だ

っ
た
ら
、
テ
レ
ビ
の

前
で
大
げ
さ
に
喋
る
な
と
、
腹
立

た
し
く
な
り
ま
し
た
。

草
部
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
説
明

し
き
れ
な
い
、
阿
蘇
家

一
族
が
阿

蘇
に
入
る
前
の
、
先
住
民

一
大
勢

力
圏
の
中
心
地
が
、
草
部
吉
見
神

社
周
辺
だ
と
、
思
わ
れ
る
か
ら
で

あ
り
ま
す
。
草
で
壁
を
す
る
と
し

た
故
事
来
歴
。
こ
の
地
は
ま
だ
ま

だ
考
古
学
調
査
は
処
女
地
で
あ

り
、
突
発
的
に
発
見
さ
れ
る
遺
物

は
、
正
式
な
調
査
次
第
で
は
、
歴

史
を
書
き
換
え
る
ほ
ど
の
も
の
、

専
門
用
語
を
用
い
る
と
、
「短
甲
」

と
よ
ば
れ
る
５
世
紀
前
後
の
鉄
製

甲
冑
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
埴

輪
に
み
る
武
人
を
想
像
し
て
頂
け

れ
ば
、

い
い
で
し

ょ
う
。
朝
鮮

半
島
に
鉄
を
求
め
、
鉄
を
持
つ
こ

●

と
が
権
力
の
象
徴
で
あ
っ
た
時
代

に
、
こ
れ
だ
け
精
巧
か
つ
多
量
な

鉄
製
品
が
、
草
部
に
あ
り
ま
し
た
。

九
州
で
は
、
ま
だ
こ
れ
だ
け
精
巧

か
つ
重
厚
な
甲
冑
は
発
見
さ
れ
て

お
ら
ず
、
日
本
が
国
家
形
態
を
表

し
始
め
た
関
西
。畿
内
地
方
か
ら
、

草
部
で
発
見
さ
れ
た
も
の
に
似
た

短
甲
が
出
土
し
て
お
り
ま
す
。

草
部
か
ら
お
り
て
、
高
森
中
央

小
学
校
脇
の
古
墳
か
ら
発
見
さ
れ

た
馬
具

。
刀
剣
の
類
。
阿
蘇
家
緑

の
古
墳
か
ら
も
出
土
し
た
、
馬
具

と
鉄
製
品
。
そ
れ
ら
は
何
れ
も
渡

来
民
の
影
響
を
色
濃
く
残
し
た
、

戦
後
間
も
な
く
に
考
古
学
会
を
二

分
す
る
ほ
ど
話
題
に
な
っ
た
、
騎

馬
民
族
渡
来
説
を
裏
付
け
す
る
か

の
、
遺
物
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
草
部
か
ら
出
土
し
た

「短
甲
」
は
、
今
で
こ
そ
容
易
に

近
づ
け
る
場
所
で
あ
り
ま
す
が
、

深
い
谷
を
経
た
石
山
頂
上
に
埋
葬

さ
れ
、
そ
の
発
見
に
よ
り
、
壊
さ

れ
た
石
宝
に
塗
ら
れ
た

「べ
ん
が

ら
」
の
朱
が
、
雨
に
よ
っ
て
周
囲

を
真

っ
赤
に
染
め
ま
し
た
。
他
地

域
と
は
、
異
な
る
か
の
古
墳
形
態

で
あ
り
ま
す
。

阿
蘇
谷
に
は
、
前
方
後
円
墳
が
あ

り
ま
す
。
高
森
で
は
見
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
が
、
前
方
後
円
墳
の
存
在

は
、
そ
れ
だ
け
で
阿
蘇
家
が
中
央

政
権
下
に
与
し
、
そ
の
意
向
の
も

と
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
前
方
後
円

墳
が
つ
く
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

阿
蘇
家
神
話
は
、
草
部
吉
見
神

社
の
媛
を
要
る
ス
ト
ー
リ
ー
か
ら

は
じ
ま
り
ま
す
。
阿
蘇
家
に
於
け

る
農
耕
祭
事
も
、
嫁
取
り
の
儀
式

を
表
し
た
箇
所
を
随
所
に
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

私
達
と
阿
蘇
は
、
い
つ
頃
か
ら

こ
の
広
大
な
地
域
を
阿
蘇
と
呼
ぶ

よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
阿

蘇
家
に
は
、
社
家
と
さ
れ
る
方
々

が
存
在
し
ま
す
。
代
表
的
阿
蘇
家

社
家
で
あ
る
宮
川
さ
ん
が
、
本
来

私
達
の
姓
は
、
部
の
民

「山
部
」

で
あ
り
ま
し
た
と
、
話
さ
れ
ま
し

た
。
す
な
わ
ち
阿
蘇
家
を
支
え
る

一
族
と
し
て
、
千
数
百
年
の
姓
は
、

「部
」
で
あ
り
ま
し
た
。

先
住
勢
力
民
で
あ
る
草
部
吉
見

社
の
民
と
、
当
時
と
し
た
ら
新
参

外
来
民
で
あ
る
阿
蘇
家

の
人
々

は
、
融
和
を
図
る
必
要
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
、
吉
見
社
か
ら
阿

蘇
都
媛
を
要
る
と
す
る
、
政
略
結

婚
的
神
話
に
隠
さ
れ
た
友
誼
の
証

が
、
草
部
の
民

「ア
ソ
」
人
を
阿

蘇
と
し
た
の
か
も
、
し
れ
ま
せ
ん
。

さ

よ

な

ら

草
部
南
部
小
学
校

●●

永
五

な
れ

草
部
中
学
校

近
年
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
の
必
要
性
が

よ
く
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
草
部

南
部
小
学
校
は
、
特
色
の
多
い
学
校
で
し
た
。

ま
ず
、
二
十
二
年
間
継
続
し
た
版
画
カ

レ
ン
ダ
ー
制
作
。
毎
年
マ
ス
コ
ミ
に
取
り

上
げ
ら
れ
、
児
童
や
保
護
者
の
誇
り
で
も

あ
り
ま
し
た
。
同
じ
く
二
十
二
年
続
き
ま

し
た
み
ど
り
の
少
年
団
活
動
。
何
度
も
大

き
な
賞
を
受
け
て
い
ま
す
。
森
林
学
習
や

体
験
活
動
を
通
し
て
、
児
童
に
草
部
の
自

然
と
文
化
を
学
ぶ
機
会
を
与
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ヘ
の
取
り
組
み
で
も
全
国
表
彰
を
受
け
、

廃
校
の
年
ま
で
活
動
は
続
き
ま
し
た
。

学
校
の
教
育
活
動
で
は
、
数
十
年
前
は

社
会
科
の
指
導
法
の
研
究
が
盛
ん
で
、
そ

の
成
果
が
吉
見
資
料
館
と
し
て
残

っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
近
年
は
国
語
の
表
現
力
の

育
成
の
研
究
と
実
践
に
も
熱
心
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
し
た
。

部
活
動
で
も
様
々
な
種
目
で
何
度
も
優

勝
し
て
い
ま
す
。

地
域
や
保
護
者
の
方
々
が
協
力
的
で
温

か
く
、
児
童
も
純
朴
で
接
し
て
い
て
気
持

ち
が
よ
か
っ
た
こ
と
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
が
渡

っ
て
き
、
キ
ツ

ツ
キ
の
ド
ラ
ミ
ン
グ
や
キ
ジ
の
鳴
き
声
が

聞
こ
え
る
草
部
か
ら
学
校
が
無
く
な
る
の

は
誠
に
残
念
で
す
が
、
少
子
化
の
流
れ
は

如
何
と
も
し
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
、

最
後
の
校
長
と
し
て
こ
の
学
校
に
勤
務
す

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
学
校
は
無
く
な
っ
て
も
こ
こ
に
縁
の

あ
っ
た
人
々
の
胸
に
、
草
南
小
は
心
の
ふ

る
さ
と
と
し
て
生
き
生
き
と
存
在
し
続
け

る
こ
と
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

本
校
は
、
「阿
蘇
郡
草
部
村
立
草
部
中

学
校
」
と
し
て
昭
和
二
十
二
年
に
創
立
さ

れ
ま
し
た
。
以
来
五
十
八
年
間
に
渡
り
、

二
千
二
百
名
を
越
え
る
卒
業
生
を
送
り
出
し

ま
し
た
。
昭
和
二
十
六
年
九
月
新
校
舎
落
成
、

そ
の
後
現
在
地
に
場
所
を
変
え
建
築
さ
れ
た

現
校
合
は
昭
和
五
十
七
年
二
月
竣
ェ
し
、
さ

ら
に
昭
和
六
十
三
年
に
は
体
育
館
落
成
式
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

最
後
と
な
っ
た
平
成
十
六
年
度
を
振
り
返

っ
て
み
ま
す
。
校
訓
で
あ
る

「自
律

。
創
造
」

の
具
現
化
に
向
け
、
毎
月
の
登
校
ク
リ
ー
ン

作
戦
、
あ
い
さ
つ
運
動
、
生
徒
会
便
り
の
発

行
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
集
会
で
の
一
分
間
ス
ピ
ー
チ
等
、

様
々
な
生
徒
会
活
動
が
行
わ
れ
、
熊
日
に
も

記
事
が
掲
載
さ
れ
活
発
化
し
ま
し
た
。

ま
た
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
は
草
部

に
関
し
調
査
を
行
い
、
地
域
の
方
々
の
前
で

の
発
表
は
、
郷
土
を
見
つ
め
直
す
貴
重
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
体
育
祭
や
文
化
祭
は
、
フ
ィ
ナ
ー
レ

を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い
、
新
た
な
草
部
中
の
姿

を
地
域
の
皆
様
に
示
す
こ
と
が
で
き
、
阿
蘇

郡
中
体
連
大
会
で
は
卓
球
女
子
団
体
が
六
年

振
り
八
回
目
の
優
勝
を
遂
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

二
学
期
か
ら
は
、
保
護
者
及
び
職
員
に
よ

る
閉
校
に
向
け
た
作
業
が
急
ピ
ツ
チ
で
展
開

さ
れ
ま
し
た
。
過
密
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
で

い
ろ
い
ろ
な
作
業
に
奔
走
さ
れ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
各

位
の
御
苦
労
及
び
御
支
援
に
対
し
深
甚
な
る

謝
意
を
捧
げ
る
と
こ
ろ
で
す
。
保
護
者
や
地

域
に
温
か
く
見
守
ら
れ
、
生
徒
と
共
に
学

ぶ
こ
と
が
出
来
た
草
部
中
学
校
に
深
く
感
謝

し
、
生
徒
諸
君
の
今
後
の
飛
躍
と
草
部
地
域

の
益
々
の
発
展
を
祈
念
し
閉
校
の
御
挨
拶
と

し
ま
す
。
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係
長
）
爾
林
業
振
興
係
長
　
松
本
満
夫
（農

業
委
員
会
農
地
係
長
）
夕
農
地
係
長
　
後
藤

健

一
（野
尻
出
張
所
住
民
係
長
）
賦
農
業
振
興

係

植
田
雄
亮
（保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係
）

■
建
設
課

ｗ
建
設
課
長
補
佐
兼
土
木
係
長
　
後
藤
和

幸
（建
設
課
土
木
係
長
）
Ψ
建
築
係
長

荒
牧

久
（保
健
福
祉
課
福
祉
係
）冨
土
木
係

村
上
純
一

（建
設
課
農
地
土
木
係
）本
川
宰
（総
務
課
行
政
係
）Ψ

農
地
土
木
係

井
上
寿

一
建
設
課
土
木
６

■
水
資
源
対
策
課

冒
水
資
源
対
策
課
長

後
藤
秀
希
（税
務
課
長
）

■
収
入
役
室

曹
収
入
役
室
長
　
佐
伯
実
範
（商
工
観
光
課
長
）

■
草
部
出
張
所

●
住
民
係
長
　
田
上
美
男
（教
育
委
員
会
社

会
教
育
係
）

■
野
尻
出
張
所

切
野
尻
出
張
所
長
　
桐
原

一
紀
（水
資
源
対

策
課
長
）
響
住
民
係
長
　
佐
伯
実
（農
林
振
興

課
林
業
振
興
係
長
）

■
教
育
委
員
会
事
務
局

爾
施
設
管
理
係
長
　
安
方
含
（総
務
課
交

通
防
災
係
長
）
冒
社
会
教
育
係
長
　
東
幸
祐

（保
健
福
祉
課
保
健
推
進
係
長
）

■
色
見
保
育
園

爾
主
任
保
育
士
　
興
椙
と
め
子
（野
尻
保

育
園
主
任
保
育
士
）

▼
保
育
士
　
佐
藤
さ

お
り
（野
尻
保
育
園
保
育
士
）

■
野
尻
保
育
園

響
主
任
保
育
士
　
岩
下
美
智
（色
見
保
育
園

主
任
保
育
士
）予
保
育
士
　
工
藤
淳
子
（色
見

保
育
園
保
育
士
）●

産
業
廃
棄
物
税
を
導
入

町
で
は
、
４
月
１
日
付
け
で
職
員
の
人

事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
（　
）
内
は
旧
係

■
総
務
課

冨
交
通
防
災
係
長

後
藤

一
寛
（車
部
出
張
所

住
民
係
長
）

■
企
画
財
政
課

⑮
企
画
財
政
課
審
議
員
　
甲
斐
敏
文
（企
画
財

政
課
長
補
佐
兼
企
画
係
長
）
▽
企
画
財
政
課
長
補

佐
兼
企
画
係
長
　
後
藤
正
三
（建
設
課
長
補
佐

兼
建
築
係
長
）Ψ
阿
蘇
地
域
振
興
デ
ザ
イ
ン
セ

ン
タ
ー
出
向

岩
下
徹
（企
画
財
政
課
企
画
係
）

■
商
工
観
光
課

鵞
商
工
観
光
課
長
　
山石
下
昭
久
（収
入
役
室
長
）

■
住
民
生
活
課

軍
住
民
生
活
課
長
補
佐
兼
戸
籍
住
民
係
長
岩

下
茂
巳
（税
務
課
長
補
佐
兼
国
民
健
康
保
険
係
長
）

■
保
健
福
祉
課

盲
保
健
推
進
係
長

阿
部
恭
二
（教
育
委
員
会

施
設
管
理
係
長
）覇
福
祉
係

丸
山
雄
平
（建
設
課

土
木
係
）村
嶋
立
章
（税
務
課
国
民
健
康
保
険
係
）謳

介
護
保
険
係

法
花
津
和
明
（税
務
課
町
民
税
係
）

■
税
務
課

丁
税
務
課
長
　
一
一子
石
衛
（農
業
委
員
会
事

務
局
長
）
Ψ
税
務
課
長
補
佐
兼
国
民
健
康
保

険
係
長
　
橋
本
和
則
（農
林
振
興
課
長
補
佐
兼

農
業
振
興
係
長
）
覇
町
民
税
係
　
白
石
孝
二

（農
林
振
興
課
農
業
振
興
係
）
耗
国
民
健
康
保

険
係
　
山
田
耕
生
（保
健
福
祉
課
福
祉
係
）

Ｅ
農
林
振
興
課

軍
農
林
振
興
課
長
補
佐
兼
農
業
振
興
係
長

白
石

一
弘
（住
民
生
活
課
長
補
佐
兼
戸
籍
住
民

‐     .  .      ・  ■史瑛
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あ

化
粧
　
孫
に
送
信
し
て
見
す
る

ら
あ
ら
　
子
守
の
坊
が
寝
入
っ
と
る

あ
ら
あ
ら
　
羽
織
の
組
の
つ
い
と
ら
ん

悔
し
い
　
デ
ス
ク
が
ボ
ツ
に
し
た
取
材

あ
ら
あ
ら
　
ど
う
か
エ
ッ
チ
な
つ
む
じ
風

知
ら
ん
ふ
り
　
他
人
行
儀
に
な
っ
と
ら
す

あ
ら
あ
ら
　
軒
下
貸
し
て
元
取
ら
れ

乱
筆
で
　
入
札
の
間
に
合
う
た
ろ
か

あ
ら
あ
ら
　
家
族
揃

っ
て
花
粉
症

悔
し
い
　
悪
者
ン
な
す
ぐ
保
釈
金

あ
ら
あ
ら
　
バ
ン
パ
ー
ス
ど
ま
　
は
め
と
か
に
ゃ

悔
し
い
　
何
も
無
か
つ
に
蹴
ま
つ
る
る

あ
ら
あ
ら
　
け
い
帯
見
て
は
　
に
や
け
と
る

雪
化
粧
　
ギ
ャ
ン
ブ
ル
場
に
な
る
飯
場 ●

松
山
キ
ヨ
子

後
藤
　
信
子

馬
原
　
馬
笑

林
　
　
不
忘

桐
原
　
白
酔

上
井
加
根
女

佐
楢
見
乱
坊

岡
本
　
琴
司

田
上
黙
公
子

渡
辺
　
雲
海

佐
藤
　
重
信

後
藤
　
愛
子

佐
藤
多
可
雄

浦
塚
　
南
天

産
業
廃
棄
物
の
排
出
を
抑
え
、
リ
サ
イ

ク
ル
な
ど
を
促
進
す
る
た
め
に
産
業
廃
棄

物
税
を
導
入
し
ま
し
た
。
税
収
は
、
産
業

廃
棄
物
の
排
出
の
抑
制
や
、
適
正
処
理
の

促
進
な
ど
に
使
い
ま
す
。

※
産
業
廃
棄
物
と
は
、
事
業
活
動
に
伴

っ

て
発
生
し
た
、
が
れ
き
類
、
汚
泥
、
燃

え
殻
な
ど
を
い
い
ま
す
。

※
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
た
ご
み

（
一
般
廃

棄
物
）
に
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
産
業
廃
棄

物

を
埋

め
立

て
る
と
き

は
、

埋

め
立

て
量

１
ト

ン
当

た
り

１
、
０
０
０
円
課
税
さ
れ
、
産
業
廃
棄

感

餞
・
Ｅ

卜

Ｆ
●
Ｅ

ト

ト
．
Ｅ

・ト

ー

ー

ト

物
の
排
出
事
業
者
が
税
を
負
担
し
ま

す
。
（左
図
●
）

○
破
砕
、
焼
却
な
ど
の
中
間
処
理
を
行

っ

た
後
に
埋
め
立
て
る
場
合
も
同
様
で

す
。
（埋
め
立
て
量
に
応
じ
た
税
負
担

が
中
間
処
理
料
金
に
上
乗
せ
さ
れ
ま

す
）
（左
図
②
）

○
県
民
の
方
が
、
家
屋
の
解
体
な
ど
を
業

者

（排
出
事
業
者
）
に
依
頼
さ
れ
る
場

合
、
解
体
く
ず
な
ど
の
ご
み
は
産
業
廃

棄
物
な
の
で
、
埋
め
立
て
量
に
応
じ
た

税
負
担
が
解
体
料
金
な
ど
に
上
乗
せ
さ

れ
て
請
求
さ
れ
ま
す
。

②

鰺
お
問
い
合
わ
せ
先
　
熊
本
県
産
業
廃
棄
物
対
策
課
適
正
処
理
推
進
班

Ⅲ
０
９
６
‐
３
８
３
‥
１
１
１
１

（内
線
７
３
６
８
）

●●

●
風
に
ゆ
れ
大
地
を
舞
い
て
春
の
雪

並
び
建
つ
句
碑
の
苑
生
に
春
の
風

賑
わ
い
は
昔
語
り
や
植
木
市

句
碑
除
幕
根
子
岳
嵐
荒
ぶ
中

春
め
け
ば
街
よ
り
来
た
り
山
描
く

傘
寿
な
る
妹
訪
い
し
城
は
春

蕗
の
と
う
や
っ
と
見
つ
け
し
旬
の
味

遊
学
の
途
に
孫
発
て
り
花
だ
よ
り

降
り
そ
そ
ぐ
名
残
り
の
雪
や
升
酒
に

詩
心
く
す
ぐ

っ
て
ゆ
く
春
の
風

柱
古
る
立
春
大
吉
札
真
白

雪
景
色
見
せ
た
く
メ
ー
ル
阿
蘇
五
岳

弥
永
　
ふ
き

内
田
　
フ
ミ

桐
原
　
寿
子

山
村
ふ
み
子

井
村
ひ
さ
し

後
藤
つ
み
子

林
　
　
久
恵

古
庄
　
泰
子

平
田
ル
リ
子

馬
原
　
要
子

岩
下
　
扶
美

青
木
千
賀
子

)国民年金だより(
年金を受けている皆さんヘ

こんな諫鰊こ|ま、
こんな場漑晰を

◆誕生月が来たときは

年金を引き続き受け取るためには、毎年

誕生月に、「年金受給権者現況届」 (現況届)

を社会保険業務センターに提出しなければ

なりません。「現況届」は、年金を引き続き

受けるための権利があるかどうかを、毎年

確認するためのものです。

「現況届」の用紙は、毎年誕生月の初め頃に、

社会保険業務センターから自宅に送付され

ます。氏名、住所など必要事項を記入の上、

必ず誕生月の末日までに、社会保険業務セ

ンターに到着するよう返送してください。

「現況届」を提出しないと、提出するまで

の間、年金の支払いが一時止まってしまい

ますのでご注意ください。

◆住所や年金の受取場所を変えるとき

年金は、希望した金融機関や郵便局で支

払われます。住所や支払いを受ける金融機

関、郵便局を変更するときは、すみやかに「年

金受給権者住所 。支払機関変更届」を最寄

りの社会保険事務所に提出してください。

「住所 。支払機関変更届」が提出されない

と、年金の支払額をお知らせする通知書が

届かなかったり、希望する銀行や郵便局で

年金が受けられないことがあります。

支払機関を銀行などの金融機関に変更す

るときは、その金融機関で預金通帳の記号

番号について証明を受けてください。

また、郵便局の「郵便振替」に変更する

ときは、郵便局で郵便振替口座の回座番号

についての証明を受けてください。

住所が変わるときは、社会保険事務所な

どへ届を提出するとともに、 1日 住所の郵便

局にも届け出てください。

'お
問い合わせ先

熊本東社会保険事務所 TEL 0 9 6-367-2500

住民生活課国民年金係 TEL 62-1111(内 線 132)

肥

後

狂

句

卯
　
月

　

（阿
蘇
御
神
火
会
）

排出事業者 (税を負担する者)

最終処分場 (埋立処分場)

男ソソ

課税対象 :県内の最終処分場 (埋立

処分場)への産業廃棄物
の搬入

税  率 :産業廃棄物の埋めたて量
1ト ン当たり 1,000円

※詳しくは県ホームページに掲載
http://www.pref.kumamoto.jp/
tax/index.htrn

卜
Ｆ
〓
　
　
　
　
　
　
　
■
リ

僣
レ
　

　

　

右

（高
森
菜
の
花
句
会
）
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消
費
税
納
税
資
金
の
備
蓄
を
！

消
費
税
法
が
改
正
さ
れ
、
基
準
期
間
に
お
け
る
課
税
売

一

上
高
が
１
千
万
円
を
超
え
る
事
業
者
の
方
は
、
次
の
と
お
　
・

り
、
消
費
税
の
申
告
と
納
税
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

【法
人
】

事
業
年
度
が
１
年
で
あ
る
法
人
に
つ
い
て
は
、
平
成
１７

年
３
月
末
以
降
に
到
来
す
る
決
算
分

（基
準
期
間
は
２
事

業
年
度
前
の
決
算
分
）
か
ら
適
用
と
な
り
ま
す
。

【個
人
事
業
者
】

平
成
１７
年
分

（基
準
期
間
は
、
平
成
１５
年
分
）
か
ら
適

用
と
な
り
ま
す
。

申
告
に
よ
り
、
法
人
税
ま
た
は
所
得
税
を
納
め
る
金
額

が
算
出
さ
れ
な
い
場
合
で
も
、
消
費
税
に
つ
い
て
は
、
納
　
・

め
る
金
額
が
算
出
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
日
ご
ろ
か
ら
、
納
税
の
た
め
の
資
金
の
備
蓄

に
努
め
、
期
限
内
に
確
実
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

期
限
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、
本
税
の
ほ
か
、
完
納
の

日
ま
で
の
延
滞
税
も
併
せ
て
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
納
税
に
つ
い
て
お
分
か
り
に
な
ら
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
阿
蘇
税
務
署
や
税
務
相
談
室
に
お
気
軽

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

阿
蘇
税
務
署
　
ＴＥＬ
０
９
６
７
‐２
２
‐０
５
５
１

税
務
相
談
室
　
ＴＥＬ
０
９
６
７
‐２
２
‐０
５
５
９

カ
ギ
か
け
強
化
期
間
の
推
進

〈無
施
錠
被
害
多
発
〉

●

●   ●

千
成
１７
年
度
は
人
事
野
尻
の
一部
を
調
査
し
ま
す

皆
さ
ん
の
協
力
で
円
滑
な
調
査
を

町
で
は
、
国
土
調
査
法
に
基

づ
き
昭
和
５４
年
度
か
ら

「地
籍

調
査
」
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
に
高
森

・
色
見
地
区

の
全
域
と
大
字
河
原

・
大
字
尾

下

・
大
字
津
留
の
調
査
が
完
了

し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
大
字
野
尻
の

一
部

を
調
査
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

地
籍
調
査
を
実
施
す
る
う
え
で

最
も
重
要
な
こ
と
が
境
界
の
確
認

作
業
で
す
。
土
地
の
所
有
者
で
あ

る
皆
さ
ん
の
協
力
な
く
し
て
は
、

こ
の
大
事
業
を
成
し
遂
げ
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
町
で
は
、
毎
年

実
施
す
る
地
区
か
ら
推
進
委
員
を

選
ん
で
い
た
だ
き
、
本
事
業
を
進

め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

調
査
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、

土
地
所
有
者
の
皆
さ
ま
に
お
願
い

が
あ
り
ま
す
。

①
土
地
の
境
界
確
認
と
杭
う
ち

調
査
前
に
境
界
を
中
心
に
１
・５

メ
ー
ト
ル
幅
内
の
竹
木
伐
採
や
草

刈
り
を
行
い
、
測
量
が
し
や
す
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

調
査
当
日
は
、
隣
接
所
有
者
と

立
会
確
認
の
う
え
、
筆
界
杭
を
曲

が
り
角
に
し
っ
か
り
打
ち
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

②

一
筆
調
査
に
は
必
ず

立
ち
会

い
を

隣
接
所
有
者
と
の
話
し
合
い
が

つ
か
ず
境
界
が
決
定
し
な
い
場
合

は
、
筆
界
未
定
地
と
し
て
処
理
さ

れ
る
た
め
、
調
査
完
了
後
は
個
人

の
費
用
で
測
量
を
行
い
境
界
を
決

定
し
て
、
登
記
所
に
申
請
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

円
滑
な
調
査
を
進
め
る
た
め
に

も
、　
一
筆
調
査
の
立
ち
会
い
に
は

ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
当
日
、

本
人
が
立
ち
会
い
で
き
な
い
場
合

は
委
任
状
を
提
出
の
う
え
、
代
理

人
の
立
ち
会
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
地
区
説
明
会

，

②

一
筆
地
調
査

（杭
打
ち
）

．●

③
測
量●

④
面
積
測
定

⑤
地
籍
簿

・
地
籍
図
の
作
成

⑥
本
閲
覧

⑦
知
事
の
認
証

③
登
記
所
送
付

※
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
く

の
は
①
②
⑥

で
す
。
そ
の
都

度
通
知
し
ま
す
。

※
①

か
ら
③
ま
で
に
約
２
年
か

か
り
ま
す
。

鶉
お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
地
籍
調
査
係

ＴＥＬ

６

２

‐

１

１

１

１

（内
線
１
１
７
・
１
１
８
）

平
成
１７
年
中
の
阿
蘇
郡

（西
原
を
除
く
）
の
消
防
統
計

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス

○
自
転
車
盗

。
必
ず
施
錠
す
る
。

・
ツ
ー
ロ
ッ
ク
を
励
行
す
る
。
（Ｕ
字
ロ
ッ
久

ワ
イ
ヤ
ー
錠
等
）

○
オ
ー
ト
バ
イ
盗

。
必
ず
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
を
す
る
。

・
ツ
ー
ロ
ッ
ク
を
励
行
す
る
。
（Ｕ
字
ロ
ッ
久

ワ
イ
ヤ
ー
錠
、
バ

イ
ク
用
デ
ィ
ス
ク
ロ
ッ
ク
等
）

○
自
動
車
盗

・
車
を
離
れ
る
と
き
は
、
少
し
の
間
で
も
エ
ン
ジ
ン
キ
ー

を
抜
い
て
ド
ア
ロ
ッ
ク
す
る
。

・
ス
ペ
ア
ー
キ
ー
を
車
両
の
周
囲
に
隠
し
て
お
か
な
い
。

○
車
上
ね
ら
い

。
ち
ょ
っ
と
の
間
で
も
ド
ア
ロ
ッ
ク
を
し
、
窓
も
確
実
に
閉
め
る
。

・
車
内
に
は
貴
重
品
を
お
か
な
い
。
（や
む
を
得
な
い
と

き
は
ト
ラ
ン
ク
に
入
れ
る
）

○
空
き
巣

・
必
ず
戸
締
ま
り
を
す
る
。

・
防
犯
性
の
高
い
錠
に
交
換
し
、
ワ
ン
ド
ア

・
ツ
ー
ロ
ツ

ク
を
徹
底
す
る
。

カ
ギ
か
け
が

一
番
―

カ
ギ
か
け
日
本

一
を
目
指
し
ま
し
よ
う
＝

●

他 ,そ の

則
お
問
い
合
わ
せ
先

阿
蘇
広
域
消
防
本
部

南
部
分
署
　
ＴＥＬ
６
２
‐
９
０
３
４

火
事

・
救
急

。
救
助
は
１
１
９
番

救急件数
(2,684イ牛)

その他,152

救助件数
(合計 91件 )

山岳,5

火災件数

(合計 41件 )

そ ,2

機械による

尾

■̈
を
１
／

ィ
‐
　
　
や
・

ヽ

　

．―
′票

/
1

)

成 1 7年度に¬7
¬ヽ ~「 れる調査区域

◎今年度の調査地区

大字野尻の

仁田、下城ケ谷、東長藪、由里谷、

北長藪、長藪、後口谷、東城ケ谷、

佛ノ辻、小津留、後口、向津留、

山脇、河地、深迫、城ケ谷、横道、

越来、森ノ上、参川、大内、国見山
※ 3.84平方キロメー トルを調査する予定です。

‐建物

山林

・車両

曝その他

交通事故

火災

_■機械による事故

♯山岳

鰈その他

■急病

交通

■一般負傷

珈転院i舟貨送

麒その他

147 rexeuoRl Tov/N-2oo5.4

知
●
て
お
き
た
い
Ｆ
♭
一一

税
一一一一情

報
一燿
ゞ
一

事故,52

車両 ,

交通
火災,22

11

転院
前t送 ,417

一般

負傷,347

交通,378

建物,20急、病,1390

・ |●■■DI

山林,12

藁濁[
冒真ylJII

土ル|
「.―

~F

０
よ
り
に
，
て
進
め
ち
れ
ま
す
・
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人権啓発フェスティバル町内小学校人権作文紹介》

２

月

１２
日
か

ら
３
月
１３
日
ま
で

開
催
さ
れ
た

「
新

酒
と
ふ
る
さ
と
の

味
ま
つ
り
」
。

高
森
町
観
光
協

会
主
催
の
こ
の
イ

ベ
ン
ト
は
、
観
光

オ
フ
シ
ー
ズ
ン
の

誘
客
活
動
と
南
阿

蘇
鉄
道

の
利
用
促

進
を
目
的
に
阿
蘇

の
火
ま

つ
り
事
業

の
１
つ
と
し
て
毎

年
行
わ
れ
て
い
ま

す
。期

間
中

の
土
、

日
曜
日
に
は

「
早

春

の
味
に
舌

つ
づ

早春の味に舌つづみ

ロ

発表です。大道小では、全教室に「人権の共存」と

書かれた紙がはってあるそうです。それは、十数年前

におられた校長先生が作られた物だと聞いてびっくり

しました。十数年前に作られた物なのに今も残ってい

るというのは、それほど大道小の人たちは人権を大切

にしているんだなあと思いました。

2つ 目に、弟が自開症だという人の発表です。そ

の人が遊んでいるとカードを取ったり、ゲームのカセッ

トをぬいたりして困ったそうです。学校に一緒に通

い始めるようになってからも登校中にブロックの上を

歩いたり、わざと畑に落ちたりしたそうです。その人

は、みんなの前で自分の弟のことを話すのは、かなり

勇気がいっただろうと思います。その人は、みんなに

自閉症のことや障害者差別について正しく知ってほし

かったんだと思いました。だからぼくも自開症のことを

しっかり学びたいし、障害者差別について真剣に考え

たいです。

3つ 目に、菊池恵楓園を訪問した人の発表です。

その人は、恵楓園に行ったとき、広いなあと思つた

そうです。しかし、ハンセン病の人たちにとってみれ

ヤま せまいと言われました。なぜなら、そこで一生を

すごさなければならないからです。よく考えてみればそ

こから出られないのでそうだなあと思いました。また、

ハンセン病の人たちは兄弟のためにせきをぬいてくれ

などと言われた人もいて傷ついたそうです。ぼくは、

家族とはなればなれになるだけでもさみしかったりす

るのに、せきまでぬかなければいけないなんて、その

人たちはとてもつらかっただろうと思いました。昨年、

ハンセン病について学習し、治る病気だとわかってか

ら50年間も政府はかくり政策を続けたと聞き、その

13 TAKAMoRITowN-2005.4

「人権学習で学んだこと」

高森東小学校 6年  芹 口 勇喜

ぼくは、今年の6月、人権子 ども集会に初めて  本人や家族のつらさを思うと改めて許せないなと思い
参加しました。そこで心に残った体験活動報告が4つ   ました。
あります。                      4つ 目に、にじ色子ども会の発表です。代表の人

1つ 目に、山鹿の大道小学校のひまわり委員会の  のお父さんは、結婚相手の親せきの人から「結婚しな
いでくれ」とか「子どもを産まないでくれ」とか言われ、

部落差別をうけたそうです。ぼくは、なぜそんなこと

を言 うのかなあと思いました。しかし、人権学習で

勉強していくうちに、人が生きていく権利は誰にでも

あるのに、その権利をうばうような差別が今でもおき

ていることは許されないと思いました。ぼくは、「結婚

しないでくれ」とか「子どもを産まないでくれ」と言つ

た人たちに、反対に自分が言われたらどんなに傷つく

か考えてほしいと言いたいです。

人権集会に参加して、また今までハンセン病差別

や水俣病差別のこと、障害者差別のことなどを学習し

てきて、ぼくが一番考えさせられたのは、ぼく自身の

中にも差別心があるということです。相手のことを考

えないで相手をきずつけるような言葉を調子にのって

つい言ってしまったりすることがあるので気をつけたい

です。また人のいやがるようなことを言ったりしたりし

ている人を見つけたら止めたいです。相手のことをしっ

かり考え、自分ができることはないかさがして、少しで

もその人の力になれたらと思います。

●

●

新酒と郷土料理を楽しめる「早

春の味に舌つづみ」は、田楽奥阿

蘇、食膳渡辺、高森温泉館、花門、

かすい、山見茶屋の 6会場で行わ

れました。訪れたお客さんは、そ

れぞれ店自慢の料理と期間限定寒

造り新酒を味わいながら、店の人

や他のお客さんとの会話に花を咲

かせていました。

3月 12日に行われた山見茶屋で

は、参加者約 40人がトランペット

演奏と高森阿蘇神社神楽を楽しみ

ながら、新酒や馬肉、やまめなど

を堪能。大盛況のうちに「早春の

味に舌つづみ」を終えました。

「高森の郷土料理はとてもおいし

いので大好きです」というみなさ

んや「毎年参加しています。来年も

また参加したいです」という声も間

かれました。
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じん tナん

●

み
」
が
、
最

に

は

「
ラ

ス
ト

ベ
ン
ト
」
が
行
わ

れ
、
た
く
さ
ん
の

人
が
新
酒
や
郷
土

料
理
を
満
喫
し
ま

し
た
。
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3月 4日 に行われた人権・同和教育研修会
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■
み
な
さ
ん
の
ま
わ
り
の
身
近
な
=手面白
題
や
で
き

と
な
じくL_
を
お
ぅ☆ョ
■ 丁

せ
く
だ
さ
い

企

画
財
政
課
企

画
係

咽
6
2

1

1

1

1

回
6
2

1

1

7
4

保

健

師
か
ら
あ
な
た
へ
の

胤協
保
健
事
業
紹
介
！

肥
満
、
糖
尿
病

（高
血
糖
）
、
高
脂
血
症
、
高
血

圧
の
よ
う
な
あ
り
ふ
れ
た
疾
患
を
同
時
に
起
こ
し

て
い
る
状
態
を
、
「
死
の
四
重
奏
」
や

「
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
症
候
群

（シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）
」
と
い
い
ま
す
。
こ

の
状
態
で
は
、
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
に
血
管
が

少
し
ず

つ
傷
ん
で
い
き
ま
す
。

こ
の
状
態
を
５
～

１０
年
放

っ
て
お
く
と
血
管
が
変
化
し
動
脈
硬
化
を

起
こ
し
ま
す
。
そ
し
て
体
に
も
何
ら
か
の
症
状
を

感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
心
疾
患

（狭
心
症

・
心
筋

梗
塞
）
や
脳
血
管
疾
患

（脳
梗
塞

・
脳
卒
中
）
を

引
き
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

◆
メ
タ
ポ
リ
ッ
ク
症
候
群

（シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）

内
臓
肥
満
（ウ
エ
ス
ト
径
　
基
準

¨
男
８５

ｃｍ
・女
９０

ｃｍ
）

＋
左
記
よ
り
２
項
目
以
上
あ
て
は
ま
る
。

○
高
ト
リ
グ
リ
セ
リ
ド
血
症

中
性
脂
肪
　
１
５
０

ｍｇ
／
ｄｌ
以
上

○
低
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症

Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
　
男
４０

ｍｇ
／
ｄｌ
未
満

。
女

５０

ｍｇ
／
ｄｌ
未
満

○
高
血
圧

血
圧
　
１
３
０
／
８５
ｍ
ｍ
Ｈ
ｇ
以
上

●●

○
空
腹
時
高
血
糖

空
腹
時
血
糖
　
１
１
０
ｍｇ
／
ｄｌ
以
上

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
の
状
態
に
早
く
気
づ
き
、
生

活
習
慣
を
見
直
し
改
善
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ラストイベント
新酒とふるさとの味まつりを締

めくくる「ラストイベント」は 3

月13日 、高森駅前公園で開催さ

れ、大勢の人でにぎわいました。

この日は、観光協会の会員を

はじめ個人や団体の皆さんから

たくさんの出店をいただき、ヤ

マメや田楽、地鶏など多彩な品々

が並びました。特に新酒コーナー

や阿蘇あか牛の丸焼きは大人気

で、正午の開始前から長蛇の列

ができていました。

また、ステージ上では、「風鎮

太鼓」や「前原仁田神社獅子舞」

など高森伝統芸能披露のほか、「阿

蘇味噌つめ放題」や「お楽しみ抽

選会」など楽しい催しが繰り広げ

られ、訪れたお客さんたちはと

ても楽しい時間を過ごしていまし

た。

あちらこちらで「乾杯」の発

声が聞こえた会場からは、「高森

は本当に良いところ。自然や風

景も素晴らしいが、何よりも食

べものがおいしい」という声や
「毎年このイベントを楽しみにし

ている。今度は友達を連れてき

たい」といううれしい声も聞か

れました。

◆
血
管
若
返
り
教
室

心
疾
患
や
脳
血
管
疾
患
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
内
臓

脂
肪
に
深
く
関
係
す
る
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
状
況
、
糖
の

時
間
的
処
理
状
況
を
含
め
た
血
液
検
査
を
実
施
し
、
そ

の
結
果
を
も
と
に
か
ら
だ
の
仕
組
み
や
食
事
、
栄
養
に

つ
い
て
の
話
し
を
し
ま
す
。　
一
人
ひ
と
り
に
合

っ
た
生

活
習
慣
の
改
善
方
法
を
見
つ
け
て
い
き
ま
す
。　
一
緒
に

頑
張

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
場
　
所
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

○
期
　
間
　
５
月
～
Ｈ
月
　
毎
月
１
回

お
問
い
合
わ
せ
や
興
味
が
あ
る
方
は
、
保
健
師
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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さばのバじヨット
□材料 (4人分)
さば4切れ、塩こし

よう少 、々玉ねぎ1

個、 にんじん1/2本、
生しいたけ2枚、 ピ
ーマン1個、バター

大さじ3、 小麦粉大さ

じ3、 牛平L300cc
□作 り方
①さばは塩こしょうをしておく。野菜は 2セ ンチの
長さのせん切りにする。
②鍋にバターを溶かし、玉ねぎ、にんじん、生しいた
けの順によく炒め、ピーマンを加えて更に炒める。
③②に小麦粉を振り入れてよく炒め、牛乳を少しず
つ注いでのばし、塩こしようで調味する。
④アルミホイルの上にさばを置き、③をかけて包む。
⑤フライパンを熱し、ふたをして蒸し焼きにする。

〃

食塩は 1日
10g未満にしよう!
食塩の成分であるナトリウムは、血圧を上昇させる原

因になるので取り過ぎは禁物です。また、気をつけて

いるつもりでも、魚や肉の加工品、漬物などから思わ

ぬ量を取ってしまっている場合もあります。

減塩のためのポイント

・食品の持ち味をいかした調理方法を工夫する。

・だしや酸味、香辛料をきかせる。
。みそ汁は 1日 2杯まで、それも具だくさんのものに。
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梅
香
苑
創
立

２０
周
年
記
念
式
典

特別養護老人ホーム梅香苑の創立 20

周年記念式典が行われました。

式典には関係者約 150人が出席。藤

本町長や相馬町議会議長らが祝辞を述

べた後、林久恵さん (高森・横町)ら
8人に感謝状が贈られました。

その後、平野双鏡氏による「忘れら

れる方言」と題した記念講演や 「肩す

かし風が雲海掃わき上げ」という平野

氏の肥後狂句が刻まれた句碑の除幕式

が行われました。

徳渕澄夫草部中学校長
教育論文表彰
熊本県小中学校長会の席上、徳渕澄夫草部中学校

長が教育論文表彰を受賞されました。

「主体的に行動できる力を育む学校経営」と題した

論文には、2年間の草部中学校在職の中で、教師主導

型の教育活動から、生徒が自ら考え、判断し、学ぶ

楽しさを味わう教育活動への転換がまとめられてい

ます。徳渕校長は「閉校にあたり受賞できてうれしい。

いい形で閉校することができた」と話していました。

熊本県社会福祉功労者表彰
社会福祉の向上に特に功績のあった人や団体をた

たえる熊本県社会福祉功労者表彰を、下記の 6名の

方々が受賞されました。

報
榊
型
　
　
の
町
内
小
・中
学
校
卒
業
式

原

尻

下

石

糸

藤

子

馬

野

岩

二

小

佐

芳 隆さん
典 歳さん
光 明さん
顕 さん
美 代さん

重 信さん

(高森 。上在)

(津留・平)

(色見・戸狩)

(下切・所尾野)

(中・中村)

(草部・山の口)

●   ●

●   ●

町内 3つの中学校が 3月 14日 に、草部

南部小学校が 3月 18日 に、高森中央小学

校と高森東小学校が 3月 24日 にそれぞれ

卒業式を行い、卒業生が思い出いっぱいの

学校に別れを告げました。

草部中学校の卒業式では、校長先生か

ら卒業生 8人に卒業証書が手渡され、卒

業生全員で合唱を披露。最後に保護者ヘ

花束が贈られました。

草部南部小学校では 6人が卒業。「お別

れのことヤカ では、卒業生が 1年生から6

年生までのいろいろな行事を振り返り、 ま
た、保護者や先生への感謝の言葉、卒業

式を見守る下級生への激励の言葉などが、

大きな声で伝えられました。
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草南みどりの少年団の解団式が草部南

部小学校で行われました。

草南みどりの少年団は、郷土を愛し、

自然を大切にする、心豊かな社会人に

育ってもらおうと、昭和 58年 6月 に結

成。以来 22年間、木版画カレンダーづ

くりをはじめ、森林学習や田植え、キャ

ンプなどのほか、道路清掃や空き缶拾い

などボランティア活動にも意欲的に参加

してきました。

新
入
学
児
童
に
ラ
ン
ド
セ
ル
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

草
南
み
ど
り
の

少
年
団
解
団
式

平成 17年度新入学児童ランドセル贈呈式

が林業総合センターで行われました。

これは、保護者の負担軽減と少子化対策の

一環として昨年度から実施しているもので、

新入学児童 56人に藤本町長からランドセル

が手渡されました。藤本町長が一人ひとりに

「おめでとう」と声を掛けると、新入学児童

はうれしそうに受け取っていました。

最後に新入学児童を代表して白石優太くん

(色見・戸狩)が 「今日は、ランドセルをいた
だき、ありがとうございました。大切に使い、

いっぱい勉強します」とお礼を述べました。

また、たにがわ靴店から黄色の傘、(株キュー

ネットから防犯ブザーが贈られました。

′
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